様式第９号（第28条関係）
　　計画整備地区開発行為等（変更）届出書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
丹波市長　　　　　　　　様
　　　　　　　　　　　　　　届出者　住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       

　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話（　　　　　）　　　　－　　　　　　番
電子メール　　　　　　　　　　　　　   　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第34条第１項

　緑豊かな地域環境の形成に関する条例　第36条において準用する第34条第１項　の規定により、次のとおり開発行為等（開発行為等の変更）の内容を届け出ます。

	 開
 発
 行
 為
 等
 の
 概
 要
	 計画整備地区の名称
	国領区整備計画

	
	 開発行為等を行う区域
	　丹波市春日町国領

	
	 開発区域の面積又は
 建築物の規模
	 区域面積
	 平方メートル

	
	
	 高さ
 建築面積
	 メートル
 平方メートル

	
	 予定建築物等又は建築物の用途
	

	
	 工事着手予定年月日
	 　　　　　　　  年　　月　　日

	
	 工事完了予定年月日
	 　　　　　　　  年　　月　　日

	
	 設計者の氏名又は名称及び住所
 並びに法人にあっては、その代
 表者の氏名
	

	
	 工事施行者の氏名又は名称及び
 住所並びに法人にあっては、そ
 の代表者の氏名
	

	
	 その他必要な事項
	

	 ※受理番号・年月日
	 年　　月　　日　　　第　　　号

	 ※指導又は助言の内容
	


　備考　※印のある欄は、記入しないでください。
様式例２
設　計　説　明　書

設計者　住所　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　

	(1) 事業の名称・目的
	

	(2) 環境形成区域
	・森を守る区域

・森を生かす区域

・さとの区域

・まちの区域

・歴史的な町の区域

・計画整備地区（地区名：国領区整備計画／　　　　　　　　　　　区域）

	(3) 現況地形
	

	(4) 土地の現況と

土地利用計画
	
	森林
	緑地
	その他
	計

	
	現況面積
（比率）
	　　　　㎡

（　　％）
	　　　　㎡

（　　％）
	　　　　㎡

（　　％）
	　　　　㎡

（ 100％）

	
	計画面積

（比率）
	　　　　㎡

（　　％）
	　　　　㎡

（　　％）
	　　　　㎡

（　　％）
	　　　　㎡

（ 100％）

	(5) 設計の内容
	　※別紙

	(6) その他
	


別紙（設計の内容）

	
	 国領区整備計画 のガイドライン
	設計の方針・配慮の内容等
	自己

評価

	土地利用指針
	■計画的な土地利用の配置

・土地利用計画に基づく建築物の用途に適合している。
	・土地利用パターン（用途名）

　　　　　　　　　　　　　　　　区域

・建築物の用途


	

	
	■近隣建物等との関係
・周辺の家並みや農地、背後の山並みとの一体感を大切にするため、建物を建てる場合には、周りの建物の高さや向きと極端に違わないように努める。
	・周辺の環境に対して配慮している内容
（周りの建物高さ・向き等からの配慮）

	

	
	■敷地に関する事項
・造成は必要最小限とし、造成によって法面や擁壁が生じる場合は、石積みや土羽など自然になじむ素材を利用した修景に努める。
	・法面等の防護処置
　処理方法：
　使用材料：
	

	建築指針
	■建物等の形態

・良好な市街地環境の形成に努めるため、建物等の形態を地区整備計画に適合させる。
・屋根や外壁の基調となる色は、彩度の低い落ち着いた色とする。
・塀又は柵の構造

　安全性と里の景観づくりの両方に配慮したものとし、できるだけ生垣などの自然素材のものを使用する。
	・建築物の概要
構造・階層
敷地面積

建築面積

延床面積

建蔽率

高さ
[壁面後退]

前面道路
　　造　　階

　　　　　㎡

　　　　㎡

　　　　　㎡

　　　　　％

　　　　　ｍ

　　　　　ｍ
≦　　　㎡

≦　　　％

≦　　　ｍ

≧　　　ｍ
・宅地の面積（宅地開発の場合）

　　　㎡～　　　㎡（平均　　㎡）≧　　　　㎡
・外壁の色（　　　）・屋根の色（　　　）
	

	緑化指針
	■個別敷地での緑地の確保

・建築物の建築に合わせて、敷地の20%
以上の緑地空間を確保する。
	・緑地確保面積　　　　　　㎡

　（敷地面積×20％）≦緑地確保面積

　　　　　　　　　㎡ ≦　　　　　　㎡
	

	
	・各宅地の壁面後退部分等の緑化に努め、生垣や庭木による緑豊かな街なみ形成に努める
	・壁面後退部分の植栽計画

・植栽する主な樹種


	

	
	■開発区域（個別敷地）内の緑化

・既存の集落環境と調和した秩序ある街なみの形成を図るため、地区整備計画に適合した緑地や樹木の配置に努める。
	・緑地、高木の配置

・緑地の配置の設計趣旨


	


　自己評価･･･････◎十分配慮できた　○ある程度配慮できた　×配慮できなかった　－該当なし

同意書

　　　　開発事業者又は建築施工主名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

開発事業又は建築の用途　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　

開発事業又は建築予定の所在地　　丹波市春日町国領　　　　　　　　　　　　
　　地区整備計画に基づく、上記の開発事業又は建築行為については、協議のうえ異議なく同意します。

　　　年　　　月　　　日　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　 国領自治会

代表者名　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　

